
１９．競争的研究費におけるＲＡ経費等の適正な⽀出の促進について 
 

 
博⼠課程学⽣の処遇の改善について 

⽣研⽀援センターでは、科学技術・イノベーション基本計画（令和３年３⽉２６閣議決
定）における推進⽅策※を踏まえ、博⼠課程（後期）学⽣をＲＡ（リサーチアシスタント） 
として雇⽤し、その際の給与⽔準について、経済的⽀援を充実すべく、博⼠後期課程在籍学
⽣の約３割が⽣活費相当程度を受給できることを推奨します。 

研究の遂⾏に必要な博⼠課程学⽣を積極的にＲＡ等として雇⽤するとともに、業務の性質
や内容に⾒合った単価を設定し、適切な勤務管理の下、業務に従事した時間に応じた給与を
⽀払うこととしてください。 

 
※「優秀な学⽣、社会⼈を国内外から引き付けるため、⼤学院⽣、特に博⼠課程（後期）学⽣

に対する経済的⽀援を充実すべく、博⼠後期課程在籍学⽣の約３割が⽣活費相当額程度を受
給できることを⽬指すことが数値⽬標として掲げられ、「競争的研究費や共同研究費からの
博⼠後期課程学⽣に対するリサーチアシスタント（ＲＡ）としての適切な⽔準での給与⽀給
を推進すべく、各事業及び⼤学等において、ＲＡ等の雇⽤・謝⾦に係るＲＡ経費の⽀出のル
ールを策定し、2021 年度から順次実施する。」とされており、各⼤学や研発開発法⼈におけ
るＲＡ（リサーチアシスタント） 等としての博⼠課程学⽣の雇⽤の拡⼤と処遇の改善が求
められている。」 

 
【博⼠課程(後期)学⽣をＲＡとして雇⽤する際の留意点】 

・第６期科学技術・イノベーション基本計画では博⼠後期課程学⽣が受給する⽣活費相当額   
は、年間 180 万円以上としている。さらに、優秀な博⼠後期課程学⽣に対して経済的不安を 
感じることなく研究に専念できるよう研究奨励⾦を⽀給する特別研究員（DC）並みの年間
240 万円程度の受給者を⼤幅に拡充するとしています。 
・「ポストドクター等の雇⽤・育成に関するガイドライン」では、研究プロジェクトの遂⾏ 
のために博⼠後期課程学⽣を雇⽤する場合の処遇について、「競争的研究費等で雇⽤される 
特任助教等の平均的な給与の額等を勘案すると、2,000 円から 2,500 円程度 の時間給の⽀払 
いが標準的となるものと考えられる。」と⽰しています。 
・具体的な⽀給額・⽀給期間等については、研究機関にてご判断してください。上記の⽔準 
以上⼜は⽔準以下での⽀給を制限するものではありません。 
・学⽣をＲＡ等として雇⽤する際には、過度な労働時間とならないよう配慮するとともに、 
博⼠課程学⽣⾃⾝の研究・学習時間とのバランスを考慮してください。 

 
＊研究計画書等における計上可能経費の明確化について 

ＲＡ等博⼠課程学⽣向けの経費計上を⾏う場合は、試験研究計画書「研究実施体制図」及 
び委託試験研究実績報告書の添付書類「研究項⽬別の分担」にＲＡとして雇⽤することが分 
かるように記載を⾏ってください。 

 
 

RA（リサーチアシスタント）：⼤学等が⾏う研究プロジェクト等の研究補助業務を⾏い、これに対する⼿当 
を⽀給される⼤学院学⽣を指す。RA 経費等とは、RA の雇⽤に係る経費及びこれに類する、当該競争的研究費 
プロジェクトへの参画の対価として博⼠課程学⽣に⽀払うための経費を指す。 

本取扱において、博⼠課程学⽣には、博⼠前期課程（修⼠課程を含む。）学⽣、博⼠後期課程学⽣、４年制博 
⼠課程学⽣、５年⼀貫制博⼠課程学⽣も含む。 

「科学技術・イノベーション基本計画」においては、博⼠後期課程学⽣への⽀援が⽬標として掲げられている 
が、本取扱では、上記定義の博⼠課程学⽣を対象に RA 経費等の適正な⽀出の促進を図ることとする。 


